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殖においては影響しないことを明らかにした。   






た。   
序章では、本研究の背景とその必要性などについて述べた。   
第1章では、種々のチタン系合金（Ti－6Al－4V，Ni－Ti，Ti－15Zr－4Ta－4Nb）を過酸化水素水溶液で酸化処  
理・熱処理して酸化チタン（アナターゼ相）層を析出させ，小久保の擬似体液（SBF；36．50C，PH7．4）に浸  




での熱酸化が最適であることを示した。   
第3章では、わーγか0アパタイト形成能に対する酸化チタンコーティング膜の基板依存性を明らかにし，  
紫外線照射によるゾルーゲル由来酸化チタン（アナターゼ相）膜の加v〟r（ファパタイト形成能を促進する場  
合としない場合を明らかにした。   
第4章では、紫外線照射した酸化チタンのタンパク吸着特性や細胞接着性および細胞増殖性を調べた。  
その結果，紫外線照射は．タンパク吸着，ならびに初期の細胞接着や初期の細胞増殖を抑制するが，長  
期の増殖においては影響しないことを明らかにした。   
これらの結果は、今後の生体材料開発における新規生体活性材料の設計指針を提案するものであり、  
高く評価される。よって、本論文は、博士（学術）の学位論文として価値あるものと認める。   
